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主体的・対話的な授業づくりの実践
山 口 陽 子
．はじめに
「授業は教師が生徒に教えるもの」。私は公立中学校で
年間教員をしてきたが、教員になった当初は、どこか
でそのような観念があったように思う。しかし、教師が
前で話せば話すほど、説明すればするほど生徒の顔は
曇っていく。さらに、単語など暗記項目が増えるにつ
れ、苦手意識から英語を使わなくなってしまう生徒。ま
た覚えることは得意でテストはできるのに、英語で会話
となると何も話せない、そもそも話そうともしない生
徒。そういった生徒を見て、授業を変えることの必要性
を感じ、試行錯誤をし続けてきた。
外国語学習の目標は「何を学ぶか」ではなく、「何が
できるようになるか」。それ自体を習得することではな
く、言語をツールとして互いの意見を出し合い、伝え合
い、深めていく力を身に着けることだ。そのような力
は、当然ながら「教師が生徒に教える」だけの授業で育
むことはできない。本稿は「対話的・主体的な授業」、
できるだけ教師が説明するのではなく、「生徒が主体と
なり対話を通して考えを深めていく」授業を目指した実
践の報告である。
．学習指導要領改訂で重視されるもの
「グローバル化が急速に進展する中で、外国語による
コミュニケーション能力は、これまでのように一部の業
種や職種だけでなく、生涯にわたる様々な場面で必要と
されることが想定され、その能力の向上が課題となって
いる」。平成29年月に公示された学習指導要領の改訂
の一文だ1)。今、教育現場において外国語によるコミュ
ニケーション能力の育成を意識した取り組みをこれまで
以上に促進することが求められる。特に積極的に推進す
べきことの一つに、「やり取りを意識した言語活動（対
話のある言語活動）」があげられるだろう。この「対話
的な言語活動」を一層重視する観点から、今回大きく変
わるのが「話すこと［やり取り］」の領域設定である。
「話すこと」の領域が［発表］と［やり取り］の領域
に分かれ、①「聞くこと」、②「読むこと」、③「話すこ
と［やり取り］」、④「話すこと［発表］」、⑤「書くこと」
のつの領域で英語の目標が設定されている。
改訂により小学校で「外国語」が必修教科となり、そ
の前倒しによって中学校の英語も大きく変わる必要があ
る。中学校外国語教育で、コミュニケーションを意識し
た対話的活動の充実が今求められている。
．対話的活動の方法
対話的活動の方法としては、様々なものがあるが、そ
の中で自身がよく使うものとして、ペアワーク、グルー
プワーク、クラスワークがある。それぞれのメリットと
デメリットを自身の主観と経験から以下にまとめる。
⑴ ペアワーク
主に隣の生徒と人でするアクティビティー。
［メリット］
①短い時間で手軽にできる。
②単語練習、教科書を役割ごとに声に出して読む活
動や、一問一答など、毎回のルーティーンとなる
簡単で回数の多いアクティビティーに適してい
る。
［デメリット］
①苦手な生徒同士だと進まず、差があると片方に負
担がかかるなど、助け合いがあまりできない。そ
のため、長めの会話、深い学びにはつなげること
が難しい。
②同じ（隣の）人となることが多いので、新鮮味が
薄れ、ルールが守られないことがある。
③奇数人数になると、そこに教師が入るため全体の
机間巡視ができないことも多い。
⑵ グループワーク
班で行うアクティビティー。本校の生活班は通常
人構成だが、人（または人）だと物理的に距
離が生じ、また人数の多さから心理的にも発言しに
くい生徒が出てくる傾向にある。人だと一人が欠
席すると実質ペアワークになってしまう。試行錯誤
の結果、最も発言しやすく、対話的活動に適した人
数であると思われる人グループの形を授業では取
ることが多い。
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［メリット］
①英語が得意、不得意の生徒をバランス良く構成す
ることが可能なため、教えあい、助け合いができ
る。
②互いの顔を合わせられる距離で、それぞれが活発
に意見を出しやすく、交流しながら考えを深めや
すい。
③リーダーシップをとれる生徒を配置できるため、
秩序が守られ落ちついて話ができる。また、普段
は静かな生徒がリーダーシップを発揮したり、積
極的に発言したりしやすい環境ができる。
［デメリット］
①机を動かす、グループのメンバーや人数を合わせ
るなど、少し手間がかかる。
②ルールや方法、グループの分け方などを予めしっ
かり考えておく必要がある。
⑶ クラスワーク
教室を歩きまわり、クラス中の人に声をかけ、で
きるだけ多くの生徒と会話をするアクティビ
ティー。
［メリット］
①教室を歩き回り、話しやすい友達から声をかける
ので、積極的に話し、アクティビティーが活発化
する。
②クラスの人数だけ話ができるため、構文のパター
ンプラクティスを十分な回数することででき、構
文に慣れることができる。
［デメリット］
①クラスの雰囲気によっては話しやすい人とだけ話
すことがあり、また立ち歩いて話すためルールの
徹底がしにくく秩序が守られにくい傾向にある。
②長めの会話、深い学びにはつなげることが難し
い。
以上のようなそれぞれの特徴を知った上で、目的に応
じて使い分けることが必要である。この中で、対話を通
して最も深い学びにつなげやすいのは、（人）グルー
プワークだと経験から感じている。そのため、本稿は主
にグループワークを中心とした活動について述べていき
たい。
．対話的活動に対する生徒の実感調査
では、実際に生徒は対話的活動によって自分たちの理
解が深まっていると実感しているのだろうか。次のよう
な授業アンケートを行った。
⑴ 調査時期
2017年月（学期末）、12月（学期末）
⑵ 調査方法・調査対象
勤務校の中学年生94名に対し、学期、および
学期の最後の授業で行った。本校では全教師が同
じ様式の授業アンケートを各学期で別のクラスでそ
れぞれ抽出して行い、年間で全クラス全員に施行
する。また学年英語の授業はクラスをハーフサ
イズクラス（クラス17名）に分けて授業をして
いる。そのため本調査の対象は、ハーフサイズクラ
スで、学期クラス、学期クラスの当日欠席
した生徒を除く人数である。学期には残りのク
ラスに施行する予定である。用紙の質問に生徒が記
入する形で、本調査が成績に無関係であることが用
紙に明記されている。
⑶ 調査内容
調査の項目は全項目であるが、本稿ではその内
つを抜粋した。それが以下の通りである（表）。
［質問項目（抜粋）］
①グループ活動や意見の発表など、自分の考えを伝
え合う時間があることで理解が深まっている。
②授業の最後に学習内容を振り返る活動行っている
ことで理解が深まっている。
⑷ 結果と考察
①の質問である「グループ活動や意見の発表な
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（表）
①グループ活動や意見の発表など、自分の考えを伝え合う時間があることで理解が深まっている。
あてはまらないあまりあてはまらないややあてはまる
56％
とてもあてはまる
％39％ ％
②授業の最後に学習内容を振り返る活動を行っていることで理解が深まっている。
あてはまらないあまりあてはまらないややあてはまる
56％
とてもあてはまる
％40％ ％
ど、自分の考えを伝え合う時間があることで理解が
深まっている」と感じている生徒は「とてもあては
まる」、「ややあてはまる」を合わせて95％と非常に
高かった。逆に「あまりあてはまらない」、「あては
まらない」と感じた生徒は全体の％である。
次に、②の質問である。「授業の最後に学習内容
を振り返る活動行っていることで理解が深まってい
る」と感じている生徒は、「とてもあてはまる」、「や
やあてはまる」を合わせて96％と非常に高かった。
逆に「あまりあてはまらない」、「あてはまらない」
と感じた生徒は全体の％であった。
「授業の最後に学習内容を振り返る活動」につい
て、本校では数年前から全授業で「めあて」と「振
り返り」の取り組みを行っている。授業の最初にそ
の授業の「めあて」を提示し、「振り返りシート」（図
）に記入した上で、授業の最後約分間を使って
「振り返り」の活動をする。その具体的な方法は各
学年、教科によって様々であるが、年生の英語ク
ラスでは、振り返りの時間に、まずペアやグループ
などで互いに「今日の授業で分かったこと」を口頭
で伝え合う（この時は日本語を使っても良い）。そ
こで確認したことも元にして、個人で「振り返り
シート」に記入をする、という流れで進めている。
つまり、振り返りの時間の半分は対話的活動だ。
②の結果に関しては「書く活動」も含まれるため
必ずしも対話的活動の意義を直接示すものとは言え
ないが、実際に対話活動なしに振り返りシートを書
かせた時は、数人の生徒が何を書けばいいか分から
ず固まってしまったり、教師に尋ねたりすることが
多かったのに対し、対話活動をした後の書く活動で
はほとんどの生徒がすぐにシートにまとめ始めた。
また書く内容について生徒同士で聞き合うなど、自
分達の力で進めようとする姿勢が顕著に現れた。
以上から、多くの生徒が対話的活動に効果を感じ
ており、その意義は確かにあるといえそうだ。
．対話的活動の実践
⑴ 活動の留意点
対話的活動は、授業展開の中心となることが多
い。そのため、活動前、活動中、活動後にそれぞれ
以下のことに留意して行うようにしている。
⒜ 「めあて」の設定（活動前）
授業の最初に示す「めあて」は、「何を学ぶか」
ではなく、学んだことや、その英語を使って「何
ができるようになるか」に重点をおき設定するよ
う に し て い る。た と え ば、 年 生 で 学 ぶ
¾Whatʼs〜?Æという構文では、「疑問詞の使い方
が分かる」ではなく、「予想がつかない物を尋ね
ることができる」とした。「予想がつかない」と
したのは、既習事項の¾Is this〜?Æなどと差別
化するためだ。予想がつかないために、これまで
学んだ聞き方ができない。どうしよう。そんな葛
藤を起こした中で、めあてが生きてくるのであ
る。その英語を知ったことよりも、英語を使って
できたことに、やりがいを感じさせたい。
⒝ シチュエーションの設定（活動中）
生徒に「英語を使って何かを知りたい」、「何か
を伝えたい」と思わせる状況設定をすることが最
も重要だ。中学生とは本当に正直なもので、分か
りきったことを質問したり答えたりするような活
動には本当につまらなさそうな顔をする。一部の
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（図 自作プリント冊子「振り返りシート」）
生徒はやっている振りだけをして実際にはしな
い。そんな時、私は「活動の設定を失敗した」と
よく落ち込んだものである。逆に、「これは何だ
ろう」、「こんなことを言いたい」と思わせる設定
ができたとき、生徒は驚くほど生き生きした顔で
やり取りを始めるのである。この具体的な実践例
は後に述べる。
⒞ 振り返りの時間の設定（活動後）
活動後には、前で代表生徒に発表させるなどし
て、「全体に共有する」ことを大切にしている。
そうすることで、活動の目的やそこから学ぶ重点
が明確になるからだ。また授業ラスト分の「振
り返り」の時間には、本時のポイントをペア、も
しくはグループで互いに説明し合わせた。このよ
うにポイントをさらに明確化した上で、書く活動
につなげ、個人で説明したことを自分なりに振り
返りシートにまとめさせる。
⑵ 実践事例
［実践事例 年生］
年生の活動では、まだ知っている表現が多くない
ため、即興性のあるやり取りは多くはできない。しか
し、¾Really?Æ¾Wow!Æなど簡単なリアクションをさ
せるようにした。その上で構文を使いながら対話を通
してタスクを遂行する「やりがい」を感じさせる。
¾What time do you〜?Æを使った疑問文とその答え
を学習する単元の実践例を紹介する。この表現は相手
に「何時に〜しますか」と行動をする時間を尋ねる。
活動前にまずめあてを記入させ、構文の口頭練習をす
る。ここからがグループ活動だ。めあては「スケ
ジュールを尋ね合って職業について考えることができ
る」とした。
この授業は年生の月に行ったが、社会体験活動
である「トライやる・ウィーク」を翌年に控え、総合
の時間でも自分に適した職業を考えている段階である
ため、生徒は「職業」という言葉に対して興味津々で
ある。単に「何かをする時間を尋ねられる」というめ
あてでは場面も思い浮かばないし、興味も惹かない。
その構文を使った先に分かることに焦点をおいて、め
あてを設定した。
グループワークの方法である。人グループをつく
り、人ずつのチームに分かれる。それぞれのチー
ムに一枚自分がどの職業なのか指定された異なるカー
ドを渡す。たとえば（図）では¾news casterÆが
指定されているが、片方のチームは¾nurseÆ、
¾teacherÆ、¾newspaper carrierÆなど、異なる指定
がされている。相手に¾What time do you〜?Æとチー
ム内の人で交互に、起きる時間や帰宅する時間など
を聞きながら、相手に¾I get up 3 a.m..Æと時間を答
えてもらい、¾You are〜!Æと職業を当てるゲームで
ある。少ない質問で相手を見極めたチームの勝利だ。
これを回戦まで行い、より勝利をおさめたチームが
winnerとなる。選択肢は（図）の中から選ぶので、
それほど難しくないようにも思えるが、生徒たちは悩
み、チームで一生懸命考えながら楽しそうに活動して
いた。
このワークは最初、グループ内人それぞれ全員が
異なるカードを持つ形式で行ったところ、英語を極端
に苦手とする生徒にとって活動が難しいことが分かっ
た。そこで人チームにしたところ、隣の人が苦手生
徒をサポートしながらも、「交互で」というルールが
あるため苦手生徒も自分の役割として質問を一生懸命
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（図 自作 職業カード）
（図 自作 プリント一部）
していた。
またこの活動では¾English only !Æ¾Donʼ t show
your card to the other team!Æなど、ルールの徹底を
行った。それによって、生徒たちは早すぎる起床時間
などに対し¾Really?Æ¾Wow!Æなどそれぞれにリア
クションを返しながら生き生きとやり取りを交わして
いた。
そしてグループワーク後、代表グループに前で実践
してもらい、全体で¾What is their job?Æ¾Itʼs〜!Æと
確認をし、今日のポイントとなる構文や、それぞれの
職業の特徴にも触れた。最後にグループで「今日わ
かったこと」を説明させあったところ、英語構文につ
いて話す生徒もいれば、職業の特徴について話す生徒
もおり、互いに意見を交流することで学習内容を多方
面から確認することができていた。最後に個人で振り
返りシートに確認したことを書いてまとめることによ
り、定着につなげられた。
［実践事例 年生］
年生の活動では、知っている表現も年生と比べ
るとぐんと多くなっている。そのため、やり取りの中
により［即興性］を取り入れて英語で会話をし、伝え
られる喜びを感じさせたい。
ここでは関係代名詞の学習のまとめとして行った活
動を紹介する。これは本校の研究授業として多くの先
生方との検討を経て考えられたものである。めあては
「行きたい国の魅力を伝えることができる」。関係代名
詞そのものではなく、それを使って如何に相手に自分
の行きたい国をアピールできるかがポイントだ。生徒
はあらかじめ夏休みの課題として自分の興味のある国
について調べ、簡単な英語でまとめてきている。トラ
ベルエージェントになったつもりで「客」である相手
に関係代名詞を含む英語を使ってその魅力を伝える。
この活動は、グループワークとクラスワークを統合
させて進める。人グループで事前準備から行い、グ
ループの中でつ魅力を伝えたい国を決める。その国
のアピールポイントを班で協力してまとめ、その魅力
に関するピクチャーをインターネットから探しタブ
レットに保存する。そのタブレットで写真を見せなが
ら¾They are koalas that live in Australia.Æというよ
うに人ともが自分でプレゼンテーションできるよ
う、練習をグループで何度も行う。
発表の時間には、人のうち人だけがタブレット
のある机に残り、他の人は別のグループの発表を聞
きにいく。Listener、人に対し、Speaker人が
発表をする。練習前は英語を流暢に話せなかった生徒
も、タブレットのピクチャーを自分自身も見ながら、
一生懸命に話をすることができていた。また一方的な
発表だけで終わるのではなく、¾What do you
recommend the most?Æなど、Listenerたちはかなら
ず回以上質問をする。回のプレゼンテーションに
つき分の時間が設けられ、その時間内はずっと会話
を途切れさせないことがルールだからだ。生徒たちは
応答以外にも、¾Itʼs good.Æ¾Interesting !Æなど、ほ
め言葉も織り交ぜながら懸命に、でも生き生きと自分
たちが「伝えたいこと」を英語という道具を使って話
し、「対話」をしていた。教師は活動中、極力口を挟
まない。活動の最後には、「どのグループの国に一番
行きたくなったか」を生徒たちに選ばせた。一番票を
獲得したグループのプレゼンテーションについて、何
が良かったかを発表させる。「声が聞き取りやすかっ
た」、「笑顔が良かった」など、内容よりも、その話し
方に注目する意見が多く出た。ここから、生徒たちも
プレゼンテーションにおいて何が大切かを考えること
ができていた。
．おわりに
このような取り組みの中で、「授業は教師が生徒に教
えるもの」という私の考えは大きく変化した。対話的活
動の中で印象的だったのは、これまで英語を苦手とし
て、ほとんど授業に参加しようとしなかった生徒の変化
だ。彼らはグループワークの中でただ教えられているだ
けではない。英語は苦手でも、独自の発想力で活動中に
思わぬアイデアを出すことがある。その意見に英語が得
意な生徒も感心し、そこから話し合いが進むなど、互い
に助け合うことができているのだ。その時、今まで授業
に消極的だった生徒が、自尊感情を取り戻し、グループ
ワークで笑顔を見せている姿を見ると、とても嬉しくな
る。
対話的な活動は、学習内容を定着させ、理解を深め、
新たな考えを持たせ、コミュニケーション能力をはぐく
む。取り組みの中で様々な効果を実感した。しかし、そ
の反面で、「グループ活動や意見の発表など、自分の考
えを伝え合う時間があることで理解が深まっている」と
は思わない生徒も％という若干数ながらいたことも事
実だ。その生徒らの意見も今後聞きながら、より効果的
で、対話を通じて理解を深められる授業を目指し色々な
方法を試行錯誤しながらこれからも努力していきたい。
注）
1）文部科学省「中学校学習指導要領解説 外国語編」（平
成29年）p.
（やまぐち ようこ・明石市立高丘中学校教諭）
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